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こ
の
春
、
大
阪
の
万
博
公

園
に
あ
る
国
立
民
族
学
博
物

館
（
略
称
「
み
ん
ぱ
く
」）
の

東
ア
ジ
ア
展
示
「
朝
鮮
半
島

の
文
化
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
。
一
九
八
三
年
に
開
設

さ
れ
た
こ
れ
ま
で
の
展
示
は
、

衣
・
食
・
住
と
い
っ
た
生
活

文
化
と
と
も
に
、
朝
鮮
半
島

の
伝
統
的
社
会
に
お
け
る
儒
教
と
民
間
信
仰
と
い

う
「
文
化
の
二
重
性
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
い
た
。
今
回
の
展
示
で
は
、
巫
俗
（
シ
ャ
マ
ニ

ズ
ム
）
を
基
層
文
化
と
し
、
儒
教
、
仏
教
、
キ
リ

ス
ト
教
が
伝
来
し
た
「
歴
史
と
文
化
」
を
展
示
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
が
現
代
の
韓
国
社
会
に
活

き
て
い
る
「
文
化
の
重
層
性
」
を
表
現
し
て
み
た
。

パ
テ
ィ
オ
と
呼
ば
れ
る
中
庭
に
は
、
伝
統
的
社

会
の
居
酒
屋
で
あ
る
「
酒
幕
」
を
再
現
し
た
。
展

示
の
た
め
に
屋
根
を
草
葺
き
に
で
き
ず
、
オ
ン
ド

ル
（
床
暖
房
）
も
電
気
パ
ネ
ル
に
よ
る
も
の
だ
が
、

酒
幕
に
あ
が
っ
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
を
味

わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
展
示
し
た
。

展
示
場
で
「
も
の
」
の
解
説
を
聴
け
る
「
電
子

ガ
イ
ド
」
と
、
も
っ
と
く
わ
し
い
背
景
を
映
像

で
知
る
こ
と
の
で
き
る
「
ビ
デ
オ
テ
ー
ク
」
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
さ
せ
た
。

さ
て
、
展
示
が
で
き
た
あ
と
、
日
本
人
ば
か
り

で
な
く
、「
在
日
」
の
方
、
そ
し
て
韓
国
か
ら
も
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
来
て
い
た

だ
く
こ
と
を
願
っ
て
ポ
ス
タ

ー
と
ち
ら
し
を
作
っ
た
。

韓
国
語
の
カ
ボ
ヂ
ャ
（
行

っ
て
み
よ
う
）
と
カ
ボ
チ
ャ

を
か
け
て
、「
カ
ボ
ヂ
ャ
！

み
ん
ぱ
く
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
に
し
た
。
そ
し
て
、
韓

国
の
カ
ボ
チ
ャ
で
あ
る
ホ
バ

ク
を
図
柄
に
し
た
。

辞
書
を
ひ
く
と
「
ぶ
す
」「
お
か
め
」
と
い
っ

た
意
味
も
あ
る
ホ
バ
ク
だ
が
、
チ
ュ
ク
（
お
粥
）

に
し
た
り
、
実
以
外
に
や
わ
ら
か
い
葉
や
芽
も

食
用
に
す
る
な
ど
、
韓
国
で
は
広
く
好
ま
れ
て

い
る
。

と
こ
ろ
で
、
韓
国
に
は
ホ
バ
ク
を
使
っ
た
諺
が

い
く
つ
か
あ
る
。「
ホ
バ
ク
の
お
ひ
た
し
を
作
る

の
に
苦
労
す
る
」。
無
駄
な
こ
と
に
ひ
と
り
一
生

懸
命
に
な
っ
て
腹
を
立
て
る
こ
と
の
意
だ
。
展

示
作
業
の
途
中
で
何
度
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た

こ
と
か
。「
ホ
バ
ク
に
鍼
」。
こ
れ
は
糠
に
釘
の
意

だ
。い
ろ
い
ろ
仕
掛
け
を
こ
ら
し
た
展
示
な
の
に
、

観
覧
者
か
ら
何
の
反
応
も
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ

う
。で

も
、
最
後
の
一
つ
、「
ホ
バ
ク
が
転
が
る
」。

こ
れ
は
思
い
が
け
な
い
授
か
り
物
を
得
た
り
、
予

期
し
な
い
幸
運
に
め
ぐ
り
あ
っ
た
り
す
る
と
い
う

意
味
だ
。
こ
の
展
示
を
見
に
来
て
く
れ
た
ら
、
き

っ
と
そ
う
な
る
よ
。

「
カ
ボ
ヂ
ャ
！
　
み
ん
ぱ
く
」
に
は
、
こ
ん
な
私

の
気
持
ち
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

日
韓
文
化
交
流
基
金
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
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1946 韓国京畿道生まれ。18歳の時から、
刺　家としての道を歩み始める

1984 第９回韓国伝統工芸展に入選。以
後毎年、奨励賞、特別賞などの受
賞を重ねる

1990 東京の�島屋にて「韓国伝統工芸
展」招待展

1994 国務総理賞を受賞
1995 東京の韓国文化院にて個展
1996 ソウルの一民文化院にて個展
1999 『韓国のパッチワーク～ポジャギ』

出版（文化出版局）
現在、刺　・ポジャギの「名匠」
として作家活動を行うかたわら、
伝統工芸建築学校にて後進の指導
に当たっている

表紙作家紹介

表紙作品

表紙撮影：縣　正三

調査ノート

日本における韓国・朝鮮研究　研究機関編 1
文化エッセイ　第4回（最終回）

実名の韓国、匿名の日本 原　武史

日韓文化交流基金事業報告

図書センター情報

巻頭エッセイ

カボヂャ！　
みんぱく

国立民族学博物館
民族社会研究部助教授

朝倉敏夫

一
九
五
〇
年
生
ま
れ
。
明
治
大
学
大
学
院
政
治
経
済
学

研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
。
主
な
著
書
に
『
食
は
韓

国
に
あ
り
』（
共
著
）、『
日
本
の
焼
肉
　
韓
国
の
刺
身
』

『
韓
国
を
知
る
Ｑ
＆
Ａ
１
１
５
』
な
ど
が
あ
る
。

あ
さ
く
ら
　
と
し
お
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日
韓
両
国
の
国
民
・
文
化
交
流
の
さ
ら
な
る

拡
大
・
増
進
の
た
め
の
方
策
を
協
議
す
る
場
と
し

て
昨
年
六
月
に
発
足
し
た
日
韓
文
化
交
流
会
議
の

第
２
回
全
体
会
議
が
、
六
月
九
日
、
東
京
の
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
で
は
、
昨
年
開
か
れ
た
第
１
回
全

体
会
議
で
そ
の
推
進
が
合
意
さ
れ
た
文
化
交
流
事

業
の
両
国
国
内
で
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
が

行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
今
年
一
月
の
合
同
運
営
委

員
会
に
お
い
て
、
今
後
の
日
韓
文
化
交
流
の
あ
る

べ
き
方
向
性
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
に
そ
の
作

成
を
推
進
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
た
「
日
韓
文
化

交
流
の
た
め
の
提
言
」
に
関
す
る
初
め
て
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
文
化
交
流
事
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
両
国
の
事
務
局
長
が
報
告

を
行
い
、
こ
れ
ま
で
古
美
術
の
交
換
展
、
宮
中
音

楽
の
演
奏
会
な
ど
に
つ
い
て
は
事
業
の
推
進
主
体

と
な
る
両
国
の
関
係
機
関
の
間
で
具
体
的
な
協
議

が
行
わ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
二
年
ま
で
の
開
催

を
目
標
に
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ま
ず
、
日

本
側
の
三
浦
朱
門
座
長
が
、「
日
韓
文
化
交
流
の

た
め
の
提
言
」
制
定
を
提
案
す
る
に
至
っ
た
背
景

に
つ
い
て
、「
日
韓
文
化
交
流
会
議
に
お
い
て
は
、

具
体
的
な
文
化
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
・
推

進
に
と
ど
ま
ら
ず
、
何
か
別
の
形
の
も
の
を
残
す

べ
き
で
は
な
い
か
」
と
説
明
し
、
今
後
こ
れ
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
で
両
国
の
委
員
よ
り
同
意
を
得

ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
日
の
た
め
に
準
備
さ
れ

た
第
一
次
草
案
を
た
た
き
台
と
し
て
熱
心
な
意
見

の
交
換
が
行
わ
れ
、
今
後
両
国
国
内
で
の
意
見
調

整
お
よ
び
合
同
運
営
委
員
会
を

通
じ
て
引
き
続
き
協
議
を
行
い
、

来
年
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
る
予

定
の
第
３
回
全
体
会
議
に
て
こ

れ
を
採
択
す
る
こ
と
を
目
標
に

す
る
と
い
う
こ
と
で
合
意
し
ま

し
た
。

会
議
と
は
別
に
、
こ
の
日
の

昼
食
後
、
両
国
の
委
員
は
総
理

官
邸
に
森
喜
朗
総
理
大
臣
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の
席
で
森
総
理
大
臣
は
、

自
ら
の
体
験
を
踏
ま
え
つ
つ
、
両
国
の
特
に
文
化

交
流
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
、
会
議
メ
ン
バ
ー

と
、
遥
か
な
過
去
か
ら
続
い
て
き
た
両
国
の
交
流

に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
議
前
日
の
八
日
に
は
、
茶
道
裏
千
家

の
東
京
道
場
に
お
い
て
千
宗
室
委
員
の
主
催
に
よ

る
韓
国
側
委
員
歓
迎
晩
餐
会
が
開
か
れ
、
両
国
の

委
員
が
茶
道
の
お
点
前
で
も
て
な
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
は
、
今
後
両
国
国
内
で
の
意
見
調
整
、
両

国
メ
ン
バ
ー
の
代
表
に
よ
る
合
同
運
営
委
員
会
を

重
ね
た
上
で
、
二
〇
〇
一
年
に
ソ
ウ
ル
で
第
３
回

全
体
会
議
を
開
催
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
韓
文
化
交
流
会
議
第
２
回
全
体
会
議

全体会議の模様

裏千家東京道場での茶会。左から池明観韓国側座長、
三浦朱門日本側座長、金容雲韓国側副座長

家元ご自身のお点前。左から千宗室委員、池明観韓
国側座長

9:30～9:40 開会の辞

日本側：三浦朱門座長

韓国側：池明観座長

9:40～10:40 第１部　

「第１回全体会議合意事項の進捗状況」

司会：池明観座長

10:50～11:45 引き続き「第１回全体会議合意事項の

進捗状況」

12:00～13:00 山本一太外務政務次官主催午餐会　

14:00～14:30 森喜朗総理大臣表敬（於：総理官邸）

15:10～16:00 第２部

「『日韓文化交流のための提言』に

ついて」

司会：三浦朱門座長

16:10～17:00 引き続き「『日韓文化交流のための

提言』について」

17:00 閉会　　

17:30～18:00 記者会見

18：30～ 崔相龍駐日韓国大使主催晩餐会

（於：韓国大使公邸）

◆日韓文化交流会議第2回全体会議

日時：2000年6月9日（金）
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第
２
回
日
韓
文
化
交
流
基
金
賞
受
賞
者
が
洪
性
穆

氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
漢
拏
日
報
論
説
顧
問
）、

金
梅
子
氏
（
舞
踊
家
・
創
舞
芸
術
院
理
事
長
）、
�

良
旭
氏
（
出
版
人
・
ベ
タ
ー
ブ
ッ
ク
代
表
、
日
本
文

化
研
究
所
所
長
）
に
決
定
し
、
八
月
二
十
四
日
に
ホ

テ
ル
ロ
ッ
テ
（
ソ
ウ
ル
）
に
お
い
て
授
賞
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
韓
国
に
お
い
て
日
韓
両
国
間
の
文
化

交
流
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
個
人
に
対
し
、
そ
の
功

績
を
内
外
に
顕
彰
す
る
と
と
も
に
今
後
の
活
動
を
奨

励
す
る
た
め
、
当
基
金
が
一
九
九
九
年
に
設
置
い
た

し
ま
し
た
。

受
賞
者
に
は
正
賞
の
盾
と
、
副
賞
と
し
て
賞
金
三

百
万
ウ
ォ
ン
と
日
本
へ
の
九
泊
十
日
の
招
待
旅
行
の

目
録
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
日
韓
文
化
交
流
基
金
賞

洪
性
穆
（
ホ
ン
　
ソ
ン
モ
ク
）

◆
受
賞
理
由

一
九
七
〇
年
代
初
め
、
済
州

島
と
日
本
と
の
交
流
が
少
な
か
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
日
本

の
数
多
く
の
民
間
団
体
と
の
交
流
、
人
脈
形
成
に
尽
力

し
、
日
韓
両
国
間
の
草
の
根
交
流
に
寄
与
貢
献
し
た
。

ま
た
、
在
釜
山
日
本
総
領
事
館
に
よ
る
「
日
本
紹
介
事

業
」「
日
本
軍
人
・
軍
属
遺
骨
収
集
作
業
」
に
積
極
的

に
支
援
協
力
し
、
長
年
に
わ
た
る
日
韓
の
友
好
親
善
交

流
に
尽
力
し
た
。

◆
経
歴

一
九
三
三
年
　
　
済
州
生
ま
れ

一
九
五
二
年
　
　
済
州
農
業
高
等
学
校
卒

一
九
五
三
年
　
　
耽
羅
新
聞
勤
務

一
九
五
四
年
　
　
済
州
新
報
勤
務

一
九
六
〇
年
　
　
済
民
日
報
勤
務

一
九
六
二
年
　
　
済
州
新
聞
勤
務

一
九
八
二
年
　
　
同
論
説
委
員

一
九
八
九
年
　
　
漢
拏
日
報
論
説
委
員

一
九
九
五
年
　
　
同
主
筆

一
九
九
九
年
〜
　
同
論
説
顧
問
（
現
）

◆
著
書

『
歩
み
な
が
ら
振
り
返
っ
て
』（
一
九
八
四
年
）

金
梅
子
（
キ
ム
　
メ
ジ
ャ
）

◆
受
賞
理
由

長
く
舞
踊
に
よ
る
日
韓
文
化

交
流
に
従
事
し
、
最
近
で
は
能
と
の
競
演
（
一
九
九
九

年
九
月
、
ソ
ウ
ル
）、
日
韓
合
作
映
画
「
伝
説
の
舞
姫

崔
承
喜
―
金
梅
子
が
追
う
民
族
の
心
」
に
主
演
す
る
な

ど
、
舞
踊
芸
術
交
流
に
貢
献
し
た
。
伝
統
を
受
け
入
れ

な
が
ら
常
に
新
し
い
も
の
を
創
造
・
追
求
し
て
い
る
現

代
韓
国
舞
踊
の
第
一
人
者
で
あ
る
。

◆
経
歴

一
九
四
三
年
　
　
　
　
江
原
道
高
城
生
ま
れ

一
九
六
六
年

梨
花
女
子
大
学
校
韓
国
舞
踊
科

卒
業

一
九
六
八
年

慶
煕
大
学
校
大
学
院
修
士
課
程

修
了

一
九
七
一
〜
九
一
年
　
梨
花
女
子
大
学
校
舞
踊
科
教
授

一
九
七
六
年
　
　
　
　
舞
踊
団
体
創
舞
会
設
立

一
九
八
二
年

韓
国
舞
踊
研
究
会
設
立
（
初
代

理
事
長
）

一
九
八
三
年

米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
博
士

課
程
修
了

一
九
八
八
年

ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閉
幕
式

総
括
振
付

一
九
九
七
年
〜
　
　
　
創
舞
芸
術
院
理
事
長
（
現
）

二
〇
〇
〇
年
　
　
　
　
山
本
安
英
賞
受
賞

◆
著
書
・
主
要
作
品

『
韓
国
舞
踊
史
』（
共
著
、
三
津
閣
、
一
九
九
五
年
）。

代
表
作
と
し
て
創
作
舞
踊
「

（
息
）」「
空
の
雪
―
新

し
い
千
年
、
年
を
呼
ぶ
踊
り
」
な
ど

良
旭
（
チ
ョ
　
ヤ
ン
ウ
ク
）

◆
受
賞
理
由

朝
鮮
日
報
文
化
部
記
者
、
国
民
日
報
東
京
特
派
員
、

同
文
化
部
長
を
歴
任
、
多
数
の
日
本
体
験
記
を
著
し
、

韓
国
に
お
け
る
若
手
の
知
日
派
と
し
て
知
ら
れ
る
と
と

も
に
、
近
年
は
日
本
の
良
書
の
翻
訳
・
出
版
を
行
い
、

日
本
紹
介
の
た
め
の
出
版
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

◆
経
歴

一
九
五
二
年
　
　
　
　
釜
山
生
ま
れ

一
九
七
一
〜
七
九
年
　
韓
国
外
国
語
大
学
校
日
本
語
学

科
卒
業
・
同
大
学
院
卒
業

一
九
七
八
〜
八
二
年
　
共
同
通
信
ソ
ウ
ル
支
局
勤
務

一
九
八
三
〜
八
八
年
　
朝
鮮
日
報
文
化
部
記
者

一
九
八
八
〜
九
二
年
　
国
民
日
報
東
京
特
派
員

一
九
九
二
〜
九
五
年
　
同
文
化
部
長

一
九
九
五
〜
九
七
年
　
高
麗
苑
日
本
文
化
研
究
所
所
長

一
九
九
七
年
〜
　
　
　
日
本
文
化
研
究
所
所
長
（
現
）、

ベ
タ
ー
ブ
ッ
ク
代
表
（
現
）

◆
著
書

『
日
本
レ
ポ
ー
ト
（
ハ
ン
グ
ル
世
代
特
派
員
の
新
日
本

探
検
）』（
チ
ョ
ン
ハ
ン
文
化
社
、
一
九
九
一
年
）、『
千

の
顔
、
日
本
、
日
本
、
日
本
』（
チ
ョ
ン
ハ
ン
文
化
社
、

一
九
九
三
年
）、『
日
本
キ
ー
ワ
ー
ド
７７
―
こ
れ
が
日
本

だ
―
』（
高
麗
苑
、
一
九
九
六
年
）、『
悪
口
を
言
い
な

が
ら
学
ぶ
日
本
』（
ベ
タ
ー
ブ
ッ
ク
、
二
〇
〇
〇
年
）

ほ
か
。
翻
訳
書
に
、
陳
舜
臣
『
江
は
流
れ
ず
』（
マ
ダ

ン
、
一
九
八
三
年
。
原
題
は
『
江
は
流
れ
ず
―
小
説
日

清
戦
争
―
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
）、
永
井
隆

『
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
』（
ベ
タ
ー
ブ
ッ
ク
、
一
九
九
九
年
。

原
題
は
『
ロ
ザ
リ
オ
の
鎖
』、
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
一
九
八

七
年
）
ほ
か
。

左から藤村正哉基金会長、洪性穆氏、金梅子氏、�良旭氏、
（写真提供：聯合ニュース）

受
賞
者
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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2000年度下半期（10月～2001年３月）には、25件の交流事業に対して助成を行うことが決定いたしました。

事業名

日韓青少年交流及び健全育成事業

韓国浦項工科大学学生研修団の訪日研修

韓日新世代交流

「第７回韓日新世代フォーラム」事業

大真大学建築工学科＜日本建築文化研究会＞

日本現地建築視察・文化体験第３期

“日韓学生”交流の旅Ⅱ

～交流の歴史を確かめ新しい絆を結ぶ～

韓国歴史文化探訪

事業名

韓国日本文学会2000年度秋季国際学術大会

20世紀日・韓演劇比較学術会議

アジア民間説話学会第６回国際大会

（韓国ソウル大会）

世界化・地域化時代の北東アジアの新秩序と

韓日関係

愛知教育大学歴史学会日韓学術・文化交流事業

Global Governance研究Project

－日・韓関係とグローバル社会

事業名

相互理解を目的とする講演会

横浜・西帰浦地域社会交流会

韓国「伽　琴」ワークショップ2000

日韓障害者音楽バンドの親善交流と

バリアフリージョイントコンサート

日韓代案（オルタナティヴ）教育交流事業

事業名

日韓文化交流フォーラム：

副都心黒崎まちづくり文化事業

－上々颱風＆プリ　ジョイントコンサート

歌舞伎舞踊ワークショップ公演

日本の伝統文化“てまり”の紹介：展示と講習

日韓若手美術家交流会

2002年ワールドカップ日韓共同開催記念・

日韓合同演奏会－平和の大合唱－

日韓女声合唱の夕べⅢ

日本－韓国秋吉台プロジェクト2000→

2001「ブリッジ」

ディスカバリー＠TOKYO

申請団体

（飯田市）日韓友好推進協会

韓国浦項工科大学校

釜山韓日文化交流協会

大真大学建築工学科日本建築文化

研究会

日韓市民ネットワーク・なごや

新韓学会

申請団体

韓国日本文学会

成均館大学校公演芸術研究所

アジア民間説話学会日本支部

現代日本学会

愛知教育大学歴史学会

慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス

Global Governance系列

申請団体

オンドルの会

横浜キャンプ村

コリア文化サークル「パランセク」

サルサ・ガムテープ後援会

東京シューレ

申請団体

副都心黒崎開発推進会議

舞藝舎

日本てまり文化振興協会

吾妻美学校

埼玉第九合唱団

東京レディース・シンガーズ

日本－韓国秋吉台プロジェクト2000

→2001「ブリッジ」実行委員会

コールセシリア

実施期間

2000/11/3-11/5

2001/1/10-1/20

2001/1/12-1/21

2001/1/5-1/19

2001/2/21-2/26

2001/3/6-3/6

実施期間

2000/10/20-10/21

2000/10/27-10/28

2000/10/28-10/29

2000/11/27-11/28

2001/2/22-2/26

2001/3/29-3/31

実施期間

2000/10/8

2000/10/5-10/8

2000/11/3-11/5

2000/12/6-12/11

2001/3/22-3/26

実施期間

2000/10/5

2000/10/8-10/11

2000/11/5-11/11

2000/11/9-11/27

2000/11/23-11/26

2001/2/1-2/4

2001/3/14-3/26

2001/3/28-3/31

開催場所

長野県飯田

東京、京都、つくば学園都市

京都、奈良、大阪ほか

福岡、大分、兵庫、大阪、京

都、奈良、東京

大邱、天安、公州、扶余、ソ

ウルほか

ソウル、扶余、光州、安東

開催場所

ソウル・祥明大学校

ソウル・成均館大学校

ソウル・国立民俗博物館講堂

東京

晋州・晋州教育大学校、ソウ

ル・韓国教育評価院

ソウル・ソウル大学校、延世

大学校

開催場所

横浜・かながわ県民センター

済州・西帰浦

川崎・ふれあい館

横浜・横浜ベイホールほか

ソウル・ハジャセンターほか

開催場所

北九州プリンスホテル　アリ

ーナ

ソウル・中央大学校

ソウル・日本大使館ギャラリー

ソウル・日本大使館ギャラリ

ー、木浦

ソウル・世宗文化会館

東京・紀尾井ホール

山口県秋芳町・秋吉台国際芸

術村

東京・府中の森芸術劇場ほか

●交流会　6件

●シンポジウム・国際会議・学術会議　6件

●草の根交流事業　5件

●文化交流事業　8件

２０００年度下半期助成対象事業２０００年度下半期助成対象事業
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二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
、
韓
日
関
係
も

新
し
い
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
昨
年
の
金
大

中
大
統
領
の
日
本
訪
問
以
来
、
日
韓
新
時
代
が

着
実
に
進
展
し
、
二
〇
〇
二
年
に
両
国
で
共
同

開
催
さ
れ
る
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会

は
そ
う
い
う
流
れ
を
よ
り
一
層
盛
り
上
げ
て
く

れ
る
だ
ろ
う
。

韓
日
両
国
間
の
友
好
と
新
し
い
関
係
の
た

め
に
は
、
相
手
の
歴
史
と
文
化
に
対
す
る
理
解

が
最
も
重
要
だ
と
い
う
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら

言
う
ま
で
も
な
い
。
大
き
く
考
え
る
と
こ
の
度

の
日
本
思
想
史
国
際
学
術
会
議
を
開
催
し
た
目

的
も
こ
こ
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

学
術
会
議
は
五
月
十
二
日
〜
十
三
日
の
二

日
間
、
韓
国
忠
清
北
道
の
清
州
大
学
校
で
開
か

れ
た
。

学
術
会
議
の
全
体
主
題
は
「
思
想
史
的
側

面
か
ら
見
た
韓
日
関
係
」
で
、
さ
ら
に
二
つ
の

小
主
題
で
構
成
さ
れ
た
。
初
日
に
行
わ
れ
た
第

一
部
「
歴
史
と
認
識
」
で
は
、
近
世
の
時
期
に

両
国
が
お
互
い
の
歴
史
と
文
化
に
対
し
て
い
か

な
る
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
か
に
関
し
三
編
の

論
文
が
発
表
さ
れ
た
。
二
日
目
に
は
、
第
二
部

「
政
治
と
思
想
」
と
い
う
主
題
の
も
と
で
、
近

代
以
後
日
本
の
思
想
的
変
貌
過
程
を
比
較
思
想

史
的
視
角
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
論
文
四
編
が

発
表
さ
れ
、
引
き
続
い
て
第
三
部
の
総
合
討
論

が
行
わ
れ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
革
命
時
代

に
お
い
て
は
、
思
想
史
研
究
も
一
国
史
的
視
角

を
超
え
て
全
地
球
的
な
展
望
を
示
す
よ
う
に
要

求
さ
れ
て
い
る
。
今
ま
で
の
ど
ん
な
時
代
よ
り

も
比
較
思
想
史
研
究
の
必
要
性
が
増
大
し
て
い

る
の
だ
。
一
方
比
較
思
想
史
研
究
の
基
礎
作
業

と
し
て
交
流
史
的
研
究
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ

の
分
野
は
歴
史
学
の
助
け
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
両
国
の
歴
史
と
思
想
を
総
合
的

に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
歴
史
と
哲
学
を
あ

わ
せ
て
学
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
。
そ

の
た
め
、
韓
日
関
係
史
学
会
（
一
九
九
二
年
創

設
）
と
韓
国
日
本
思
想
史
学
会
（
一
九
九
七
年

創
設
）
が
共
同
で
主
催
し
て
こ
の
問
題
を
究
明

し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
比
較
的
な
視

点
と
客
観
的
な
立
場
を
堅
持
す
る
た
め
に
、
韓

国
国
内
の
学
者
だ
け
で
な
く
、
日
本
と
中
国
の

学
者
を
招
請
し
て
討
議
を
行
っ
た
。

今
回
の
学
術
会
議
は
ソ
ウ
ル
か
ら
遠
く
離

れ
た
地
方
都
市
で
開
催
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
約
一
五
〇
名
に
達
す
る
研
究
者
が
参
加

し
て
真
剣
に
発
表
に
耳
を
傾
け
、
討
論
に
参

加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
研
究
成
果
を
共
有
し

た
。
ま
た
韓
国
国
内
の
代
表
的
な
日
本
学
研
究

団
体
で
あ
る
二
つ
の
学
会
が
、
初
め
て
学
術
会

議
を
共
同
主
催
す
る
こ
と
で
、
両
学
会
の
会
員

間
の
交
流
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
と
い
う
点
で

も
少
な
く
な
い
意
義
が
あ
る
。
学
術
的
に
は
政

治
・
歴
史
・
哲
学
・
外
交
・
文
化
等
、
学
際

的
で
総
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
こ
と
に

よ
り
、
韓
国
の
日
本
学
研
究
を
進
歩
さ
せ
る
一

助
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
学
術
会
議
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

日
韓
文
化
交
流
基
金
の
支
援
が
大
き
な
力
と
な

っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
も
う
一
度
感
謝
申
し

上
げ
る
。

助 成 事 業 紹 介

日
本
思
想
史
国
際
学
術
会
議

―
思
想
史
的
側
面
か
ら
見
た
韓
日
関
係

韓
国
日
本
思
想
史
学
会
副
会
長

河
宇
鳳

1953年生まれ。ソウル大学校史学
科卒業。西江大学校大学院史学科修了。
文学博士。陸軍士官学校教授を経て、
現在全北大学校人文学部史学科教授。
韓日関係史学会初代会長を歴任し、現
在、韓国日本思想史学会副会長。専攻
は朝鮮時代の韓日関係史および実学思
想史、著書に『朝鮮後期実学者の日本
観研究』ほか多数。

ハ　ウボン

国際学術会議の模様

◆会議日程

第１部 歴史と認識 司会　孫承　（江原大）

１．日本史上の「国王」称号

－日本中近世を中心に　

閔徳基（清州大）

２．17世紀日本軍記物に現れた壬辰倭乱観

朴昌基（全北大）

３．『通譯酬酌』を通じた韓・日訳官の異文

化認識　

小幡倫裕（平澤大）

第２部 政治と思想 司会　趙明哲（高麗大）

１．近代韓日両国の「攘夷」形態の比較

－衛正斥邪論と尊王攘夷論－　

金　奎（弘益大）

２．「日鮮同祖論」を通じて見た天皇制と韓国

金光林（新潟産業大学）

３．丸山真男と近世日本思想史研究　

澤井啓一（恵泉女学園大学）

４．日本の社会統治の二重構造　

兪珍式（韓国法制研究院）

第３部 総合討論 司会　河宇鳳（全北大）

孫承 、金文子（祥明大）、保坂祐二（世宗

大）、趙景達（千葉大）、崔在穆（嶺南大）、

趙明哲



7 日韓文化交流基金NEWS

日
本
劇
作
家
協
会
は
、
九
四
年
に
設
立
さ

れ
た
若
い
団
体
で
す
。
ど
う
し
て
こ
れ
ま
で
、

こ
の
手
の
団
体
が
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
話

は
、日
韓
の
交
流
と
は
全
く
関
係
が
な
い
の
で
、

こ
こ
で
は
触
れ
な
い
で
お
き
ま
す
が
、
と
も
か

く
若
く
新
し
い
団
体
だ
と
い
う
こ
と
は
確
か
な

こ
と
で
す
。

韓
国
の
戯
曲
作
家
協
会
は
、
五
十
年
以
上

の
歴
史
を
持
つ
団
体
で
す
。
そ
の
戯
曲
作
家
協

会
か
ら
、
共
同
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
こ
う
と
い
う

話
が
来
た
の
が
昨
年
の
秋
の
こ
と
。
私
た
ち
日

本
劇
作
家
協
会
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の
本
格

的
な
国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー
に
な
り
ま
す
。

韓
国
側
は
、
過
去
に
も
中
国
に
お
い
て
同

様
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
き
た
実
績
が
あ

り
、
当
初
は
韓
国
側
か
ら
の
矢
継
ぎ
早
の
要

求
に
戸
惑
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
こ
ち
ら

は
、ち
ょ
う
ど
理
事
改
選
の
時
期
と
も
重
な
り
、

な
か
な
か
協
会
内
で
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
も
と
れ

な
い
ま
ま
に
、
右
往
左
往
し
な
が
ら
の
準
備
と

な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
春
に
は
、
日
本
側
の
発
表
者
も

決
ま
り
、
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
か
ら

会
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、

少
し
ず
つ
準
備
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
と
に
か
く
初
め
て
の
試
み
な

の
で
、
ど
う
い
っ
た
形
の
セ
ミ
ナ
ー
に
な
る
の

か
、そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ず
、

漠
然
と
し
た
感
じ
の
ま
ま
で
当
日
を
迎
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。

当
日
の
テ
ー
マ
は
、「
２１
世
紀
日
韓
劇
芸
術

の
展
望
―
歴
史
か
ら
何
を
学
ぶ
か
―
」
と
い

う
も
の
で
し
た
。

し
か
し
内
容
は
、
韓
国
側
の
発
表
が
、
植

民
地
支
配
下
の
韓
国
演
劇
史
に
集
中
し
、
ま
た

日
本
側
は
、
現
在
の
日
韓
交
流
を
中
心
に
発
表

し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
議
論
は
あ
ま
り
か
み

合
わ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。会
場
か
ら
も
、

「
展
望
が
示
せ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と

い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
、
こ
れ
は
開
き
直
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
す
が
、
お
互
い
が
着
地
点
を
定
め
ず
に
、

い
ま
考
え
て
い
る
こ
と
、
関
心
の
あ
る
こ
と
を

発
表
し
あ
っ
た
こ
と
は
、
最
初
の
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
は
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
は
じ
め
か
ら
結
論
に
向
か
っ
て
進
む
の

で
は
な
く
、
差
異
か
ら
出
発
す
る
こ
と
は
、
演

劇
を
生
業
と
す
る
私
た
ち
ら
し
い
営
み
だ
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

セ
ミ
ナ
ー
の
あ
と
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
、

太
田
省
吾
理
事
が
、「
展
望
と
い
う
も
の
は
、

こ
う
い
っ
た
会
を
何
度
で
も
開
く
中
で
し
か
出

て
こ
な
い
」
と
述
べ
た
言
葉
を
も
っ
て
、
今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

助 成 事 業 紹 介

日
韓
交
流
セ
ミ
ナ
ー

21
世
紀
日
韓
劇
芸
術
の
展
望

―
歴
史
か
ら
何
を
学
ぶ
か
―

平
田
オ
リ
ザ

1962年生まれ。国際基督教大学教養学部人文科学科
卒業。1983年に劇団「青年団」を結成。代表作に
『東京ノート』『ソウル市民』。演劇論集『現代口語演
劇のために』などがある。近年は、海外の演劇人と
の合同プロジェクト、全国各地また海外（オースト
ラリア、フランス、韓国）でワークショップを行う。
（財）舞台芸術財団演劇人会議評議員。（財）2002年
ワールドカップサッカー大会日本組織委員会理事。
（写真提供：毎日新聞社）

ひらた　おりざ

劇
団
「
青
年
団
」
主
宰

日
本
劇
作
家
協
会
理
事

セミナーの模様

崔昌吉（大邱大学校国文学科専任講師、韓国戯曲作家協会理事）

洪海星の演劇人生

金一英（慶山大学校国文学科教授）

「土月会」と「劇芸術研究会」の演劇

岸田理生（岸田理生カンパニー主宰）

「21世紀日韓交流の展望－歴史から何を学ぶか－」によせて

平田オリザ

交流展望私感　歴史から何を学ぶか

◆セミナー内容（７月24日、世田谷パブリックシアター）
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●九州大学　韓国研究センター

http://www.kyushu-u.ac.jp/somu-

bu/kokusaikoryu-ka/korean/

koreatop.htm

２０００年１月１９日開所。韓国国際交

流財団（Korea Foundation）の助成を

受け、韓国に関する研究と教育を推進

し、九州大学と韓国との学術・文化交

流の拠点となる施設としてセンターを

設置した。

●東京大学　東洋文化研究所

http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp

１９４１年１１月２６日、東洋文化の総合

的研究を目的として、東京（帝国）大

学に設置創設された。東洋文化に関す

る総合研究を行うことを目的とし、現

在では汎アジア部門、東アジア部門、

南アジア部門、西アジア部門の４部門

で研究活動を行っている。

研究活動

２０００年３月３１日から、１８６８年～

１９４５年の間に出版された朝鮮関係日

本語図書（雑誌を含む）に関する書

誌・所在情報データベースである「近

代朝鮮関係書籍データベース」のウェ

ブ上での供用を開始した。

定期刊行物：東洋文化研究紀要、紀要

別冊、東洋文化

●学習院大学　東洋文化研究所

http://www.gakushuin.ac.jp/̃ori-

off

１９５２年設立。朝鮮を中心としたアジ

ア文化研究を行うほか、設立以来『朝

鮮王朝実録』ほか朝鮮の漢籍の出版を

行っている。学内専任教員を中心に学

外の研究者を招いて構成するプロジェ

クトチームによって研究が行われる。

また、１９８３年に財団法人友邦協会、

社団法人中央日韓協会より学習院が寄

託を受けて「友邦協会・中央日韓協会

文庫」の保管・管理を行っている。

研究活動

「戦後東アジアにおける国際秩序」

（２０００年度新規プロジェクト）

「近代移行期東アジアの社会と思想」

（朝鮮戸籍大帳の調査分析）

定期刊行物：東洋文化研究

●東北大学　東北アジア研究センター

http://www.cneas.tohoku.ac.jp

１９９６年５月１１日設立。東北アジア

地域に関する地域研究を学際的および

総合的に行う。地域交流、地域形成、地

域環境、文化・社会経済政策、資源・環

境評価の各部門に分かれる。ロシア研究

が中心だが、韓国を含む東北アジアの

各国からも多数の客員教授・研究員

を受け入れ、研究活動を行っている。

研究活動

共同研究「東アジアの儀礼・芸能にお

ける身体と社会の表象」（１９９７～

１９９９年度）

共同研究「中国東北部白頭山の１０

世紀巨大大噴火とその歴史的効果」

（２０００～２００２年度）

講演会「韓国の歴史認識と歴史教科書」

（鄭在貞客員教授、１９９９年度）

定期刊行物：東北アジア研究、東北ア

ジア地域研究

●国立民族学博物館

http://www.minpaku.ac.jp

１９７４年創設。民族学に関する調査・

研究を行うとともに、その成果に基づ

いて民族資料の収集・保管・展示公開

ならびに共同研究などの活動を行い、

これらを通して世界の諸民族の社会と

文化に関する情報を人々に提供し、諸

民族についての認識と理解を深めるこ

とを目的とする。

研究活動

「『もの』を通してみた朝鮮民俗文化」

「日本における韓国文化の表象」（重点

研究プロジェクト「文化表象の博物館

―人類学的研究」）

定期刊行物：国立民族学博物館研究報

告、国立民族学博物館研究報告別冊、

Senri Ethnological Studies、国立民

族学博物館調査報告、民博通信

●日本貿易振興会アジア経済研究所

http://www.ide.go.jp

アジア経済研究所は１９６０年に通商産

業省所管の特殊法人として発展途上

国・地域の経済、政治、社会の諸問題

に関する基礎的・総合的研究を行う社

会科学系研究所として設立された。

１９９８年に日本貿易振興会（ジェトロ）

と統合し、すべての発展途上国・地域

との貿易の拡大および経済協力の促進

を図ることを目的として事業活動を実

施している。

研究活動

「韓国経済の２１世紀の展望」

「アジアにおける階層構造の変動と中

間層論の現在」

専門講座「朝鮮半島情勢をどう見る

か？　―南北共同宣言と日本への影響

―」

韓国対外経済政策研究院との共同研究

「２１世紀日韓経済関係研究会」

（２０００年５月成果発表）

定期刊行物：アジア経済（月刊）、

The Developing Economies（季刊）、ア

ジア動向年報、アジ研ワールド・トレ

ンド（月刊）、現代の中東（年２回）、

ラテンアメリカ・レポート（年２回）、

アフリカレポート（年２回）

日本で韓国・朝鮮研究を行っている研究機関の活動状況をまとめました。

1
調 査 ノ ー ト調 査 ノ ー ト

日本における韓国・朝鮮研究 研究機関編
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韓
国
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
て
興
味
深
い
の
は
、
キ
ャ
ス

タ
ー
や
記
者
が
、
氏
名
だ
け
で
な
く
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
も
公

開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
視
聴
者
に
向
か
っ
て
、「
私
の
報

道
姿
勢
や
取
材
に
対
し
て
ご
意
見
や
ご
感
想
が
あ
れ
ば
字
幕
の

ア
ド
レ
ス
ま
で
ど
う
ぞ
」
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
が
、
記
者

は
ま
だ
し
も
、
美
人
の
キ
ャ
ス
タ
ー
が
出
て
き
た
り
す
る
と
、

ア
ド
レ
ス
を
公
開
し
て
し
ま
っ
て
本
当
に
大
丈
夫
な
の
か
、

な
ど
と
余
計
な
心
配
を
つ
い
し
て
し
ま
う
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
街
頭
で
取
材
さ
れ
る
一
般
市
民
の

方
も
、
ほ
ん
の
数
秒
間
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
ら
、
氏
名
は
も

ち
ろ
ん
、
職
業
、
簡
単
な
住
所
な
ど
も
一
緒
に
字
幕
に
出
る

こ
と
が
多
い
。
職
業
の
代
わ
り
に
、「
○
○
中
学
一
年
」「
主
婦
」

「
罹
災
民
」
な
ど
と
出
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
著
名

人
や
有
識
者
を
除
け
ば
、
基
本
的
に
氏
名
す
ら
一
切
明
か
さ
な

い
日
本
と
の
大
き
な
違
い
と
い
え
よ
う
。

つ
ま
り
韓
国
で
は
、
な
る
べ
く
実
名
や
個
人
情
報
を
公
表

し
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は
匿
名
の
ま
ま
に
す
る

の
を
よ
し
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ
、
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
と
い
う
点
で
は
確
か
に
日
本

式
の
方
が
望
ま
し
い
と
い
え
る
が
、韓
国
式
を
徹
底
さ
せ
れ
ば
、

個
人
が
自
ら
の
発
言
に
対
し
て
責
任
を
も
つ
と
い
う
原
則
が
、

社
会
全
体
に
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
韓
国
と
日
本
の
違
い
は
一
体
ど
こ
か
ら

生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。直
ち
に
答
え
る
の
は
容
易
で
な
い
が
、

私
に
は
こ
の
違
い
は
決
し
て
昨
日
今
日
に
始
ま
っ
た
の
で
は
な

く
、
両
国
の
相
異
な
る
歴
史
に
根
差
し
て
お
り
、
も
っ
と
い
え

ば
朝
鮮
王
朝
と
徳
川
日
本
に
お
け
る
国
王
や
将
軍
に
対
す
る
直

訴
の
違
い
に
通
じ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
だ
。

拙
著
『
直
訴
と
王
権
』
で
明
か
し
た
よ
う
に
、
朝
鮮
王
朝

で
は
十
八
世
紀
に
な
っ
て
、
国
王
の
行
幸
途
上
で
の
直
訴
が
合

法
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
王
正
祖
は
在
位
二
十
四
年
間

に
、
何
と
四
四
二
七
件
も
の
直
訴
を
受
け
付
け
る
ま
で
に
至
っ

て
い
る
。
直
訴
を
し
た
の
は
、
上
は
両
班
か
ら
下
は
賤
民
ま
で

す
べ
て
の
身
分
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
ど
の
身
分
に
属
す
る
人

間
で
も
、
訴
状
文
の
ほ
か
に
居
住
地
や
職
業
、
氏
名
を
記
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
国
王
の
日
々
の
身
辺
雑
事
を
く
ま

な
く
記
録
し
た
『
日
省
録
』
に
は
、
い
つ
ど
こ
の
誰
が
何
を

訴
え
た
の
か
が
逐
一
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
（
直
訴
の
詳
細
な

分
析
に
つ
い
て
は
、
韓
相
權
『
朝
鮮
後
期
　
社
會
　
　
訴
冤

制
度
』、
一
潮
閣
、
一
九
九
六
年
を
参
照
）。

と
こ
ろ
が
徳
川
日
本
で
は
、
将
軍
へ
の
直
訴
は
タ
ブ
ー
と

さ
れ
、
わ
ず
か
数
件
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
一
件

の
例
外
を
除
い
て
、
直
訴
の
首
謀
者
は
獄
中
に
つ
な
が
れ
る
か

死
罪
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
直
訴
し
た
年
や
氏
名
す
ら
も

不
明
な
場
合
が
あ
る
。
最
も
有
名
な
の
は
、
一
六
五
二
（
承

応
元
）
年
に
起
こ
っ
た
と
さ
れ
る
下
総
の
木
内
惣
五
郎
、
通
称

佐
倉
宗
吾
に
よ
る
徳
川
家
綱
へ
の
直
訴
で
あ
る
が
、
こ
れ
す
ら

木
内
の
生
没
年
か
ら
し
て
明
ら
か
で
な
く
、
直
訴
自
体
も
史
実

で
は
な
か
っ
た
と
す
る
見
方
が
強
い
。
も
ち
ろ
ん
裁
判
制
度
は

存
在
し
て
い
た
か
ら
、
何
も
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
直
訴
が
頻
発
し
た
朝
鮮
王
朝
と
の
違
い
は

歴
然
と
し
て
い
る
。

拙
著
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
朝
鮮
と
日
本
の
こ
う
し
た
違

い
の
背
景
に
は
、
前
者
で
は
儒
教
が
本
家
の
中
国
以
上
に
、

支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
浸
透
し
た
の
に
対
し
て
、
後
者
で

は
前
者
の
儒
教
に
相
当
す
る
確
固
と
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
な

か
っ
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と

す
れ
ば
、
朝
鮮
王
朝
―
―
韓
国
に
関
す
る
限
り
、
前
近
代
的
で

封
建
的
と
さ
れ
て
き
た
儒
教
思
想
が
、
か
え
っ
て
「
個
人
」
の

析
出
を
容
易
に
す
る
社
会
を
作
り
出
し
て
き
た
と
も
い
え
る
。

こ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
ど
う
解
明
す
る
か
は
、
今
後
の
政
治
思

想
史
学
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。

文化エッセイ　第4回（最終回）

実名の韓国、
匿名の日本

原　武史
明治学院大学助教授

は
ら
　
た
け
し

一
九
六
二
年
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
政
経
学
部

卒
業
、
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科

博
士
課
程
中
退
。
国
会
図
書
館
職
員
、
日
本
経

済
新
聞
記
者
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
助

手
、
山
梨
学
院
大
学
助
教
授
な
ど
を
経
て
、
現

職
。
専
門
は
日
本
政
治
思
想
史
。
著
書
に
『
直

訴
と
王
権
』（
韓
国
語
版
も
刊
行
）『〈
出
雲
〉
と

い
う
思
想
』『「
民
都
」
大
阪
対
「
帝
都
」
東
京
』

な
ど
。
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●
韓
国
中
高
生
研
修
事
業

●
第
16
回
日
韓
文
化
交
流
基
金
韓
国
訪
問
団

●訪日団

7～9月7～9月

日
韓
文
化
交
流
基
金
事
業
報
告

●訪韓団

八
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
五
日
ま

で
、
当
基
金
代
表
団
が
訪
韓
い
た
し

ま
し
た
。
政
府
要
人
へ
の
表
敬
訪
問

や
、
研
究
者
・
文
化
人
と
の
懇
談
を

行
い
、
韓
国
に
お
け
る
日
本
大
衆
文

化
開
放
や
、
今
後
の
日
韓
文
化
交
流

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
藤
村
団
長
主
催
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
の
席
上
に
お
い
て
、
第
２
回
日
韓

文
化
交
流
基
金
賞
の
授
賞
式
を
行
い

ま
し
た
。

一
九
九
九
年
度
か
ら
韓
国
の
中
学
生
・
高
校
生
の
訪

日
研
修
に
対
す
る
支
援
が
開
始
さ
れ
、
今
年
は
九
月
の

下
旬
か
ら
韓
国
教
育
部
国
際
教
育
振
興
院
が
派
遣
す
る

研
修
団
が
来
日
し
、
関
西
地
区
を
中
心
に
史
跡
見
学
や

日
本
の
中
学
・
高
校
生
と
の
交
流
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
校
生
（
第
一
陣
）
九
月
十
九
日
―
九
月
二
十
三
日

九
十
名

高
校
生
（
第
二
陣
）
九
月
二
十
六
日
―
九
月
三
十
日

九
十
名

団体名　　　　 計 男 女 期間

高麗大学校夏期日本語 17 7 10 6/20-7/20

研修訪日団

韓国教員訪日研修団 20 18 2 9/19-9/28

（初・中・高）

韓国大学生訪日研修団 20 12 8 9/26-10/5

団体名 計 男 女 期間

群馬県教員訪韓研修団 20 15 5 9/26-10/5

期日　　　　　日程

8/22（火） ソウル到着

午後　　　　　ブリーフィング

寺田大使主催晩餐会

8/23（水） 在ソウル日本人会役員との懇談朝食会

午前　　　　　金鍾泌韓日議員連盟会長表敬訪問

午後　　　　　在ソウル特派員との懇談昼食会

李漢東国務総理、朴智元文化観光部長官表敬

訪問

韓日文化交流基金主催晩餐会

8/24（木） 林昌烈京畿道知事表敬訪問

午前　　　　　水原視察（水原城）

午後　　　　　基金訪日フェローシップ研究者との懇談

藤村団長主催答礼レセプション

第２回基金賞授賞式

8/25（金） 帰国

団　長　藤村正哉　　基金会長、

三菱マテリアル(株)相談役

副団長　熊谷直博　　基金理事長

顧　問　竹内　宏　　(財)静岡総合研究機構理事長

顧　問　戸塚進也　　基金常任理事、元衆議院議員

顧　問　三浦　隆　　基金理事、

桐蔭学園横浜大学教授

団　員　逢澤義朗　　埼玉県議会議員、
(社)日本食品衛生協会監事

団　員　饗庭孝典　　基金評議員、杏林大学客員教授

団　員　小山敬次郎　基金理事、目白大学教授

団　員　竹下勅三　　基金理事、
(株)神戸製鋼所常任顧問

団　員　千澤忠彦　　(社)日本電機工業会常務理事

団　員　外門一直　　東京電力(株)顧問、

前電気事業連合会副会長

団　員　楢崎正博　　基金理事、関電産業(株)社長

団　員　久一昌三　　基金理事、事務局長

団　員　文屋啓範　　(財)日本国際交流センター

プログラムオフィサー

団　員　矢森　智　　(財)関西電気保安協会顧問

（敬称略、団員は五十音順）

◆参加者

◆日程

金
鍾
泌
韓
日
議
員
連
盟
会
長
表
敬
訪
問
。
藤
村
正
哉

団
長
（
左
）
と
金
鍾
泌
会
長
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日
韓
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
交
流
事
業

●
二
〇
〇
一
年
度
訪
日
・
訪
韓
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ

●理事会報告

●報告書

韓
国
図
書
翻
訳
出
版
事
業
―

「
韓
国
の
学
術
と
文
化
」
シ
リ
ー
ズ
新
刊

基
金
は
一
九
九
九
年
度
か
ら
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
日
本
連
盟
に
交
流
事
業
の
委
託
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
韓
国
の
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
百
名
と
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
五

十
名
と
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
者
が
来
日
し
ま

し
た
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
七
月
二
十
七

日
か
ら
八
月
十
日
ま
で
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
は
八
月
六
日
か
ら
八
月
二
十
日
ま
で
の

十
五
日
間
に
わ
た
り
、
日
本
の
各
地
で
ス

カ
ウ
ト
大
会
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
な
ど
の
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
、
相
互
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

以
下
の
二
冊
が
韓
国
図
書
翻
訳
出
版
事
業
の

一
環
と
し
て
法
政
大
学
出
版
局
か
ら
刊
行
さ
れ
ま

し
た
。

兪
弘
濬
著
、
大
野
郁
彦
訳
『
私
の
文
化
遺
産

踏
査
記
　
Ⅰ
―
南
道
踏
査
一
番
地
』（
原
題
同

じ
、
一
九
九
三
年
刊
行
、
創
作
と
批
評
社
）。

朝
鮮
半
島
と
い
う
「
博
物
館
」
を
見
て
歩
き
、

歴
史
と
美
を
人
々
の
日
常
に
取
り
入
れ
る
た
め
に

綴
っ
た
記
録
。
透
徹
し
た
鑑
賞
と
平
易
な
説
明
、

率
直
な
感
想
や
批
評
は
、
多
く
の
読
者
に
支
持

さ
れ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
本
巻
で
は
、
隠

遁
者
が
落
ち
の
び
、
罪
人
が
流
さ
れ
た
半
島
最
南

端
の
康
津
と
海
南
を
皮
切
り
に
、
礼
山
修
徳
寺
、

慶
州
感
恩
寺
、
潭
陽
の
亭
と
園
林
な
ど
を
巡
る
。

兪
弘
濬
著
、
宋
連
玉
訳
『
私
の
文
化
遺
産
踏

査
記
　
Ⅱ
―
山
は
川
を
越
え
ら
れ
ず
』（
原
題

同
じ
、
一
九
九
四
年
刊
行
、
創
作
と
批
評
社
）。

この期間に以下の事業の報告書が完成しました。

基金図書センターでご覧ください。

日本大学生訪韓研修団

（２０００年２月２９日

－３月９日実施）

日本大学生訪韓研修団

（２０００年３月１４日

－３月２３日実施）

４月３日に予算理事会が開催され、２０００年度予

算が決定いたしました。６月１２日に決算理事会が

開催され、１９９９年度事業決算を行い、理事会の承

認を得ました。

二
〇
〇
一
年
度
分
の
訪
日
・
訪
韓
フ
ェ
ロ
ー
シ

ッ
プ
の
申
請
期
間
は
二
〇
〇
〇
年
十
月
末
日
ま
で

で
す
。
訪
日
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
は
在
韓
国
日
本
国

大
使
館
・
総
領
事
館
で
受
け
付
け
を
行
い
、
訪
韓

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
は
基
金
に
て
受
け
付
け
を
行
い

ま
す
。
申
請
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
お
早
め
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
当
基
金
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
も
要
項
と
申
請
書
書
式
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日韓スカウトフォーラム

世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
慶
州
・
石
窟
庵
の
釈

迦
如
来
像
は
、
古
代
統
一
新
羅
の
宗
教
と
美
術
と

技
術
が
見
事
に
融
合
し
た
仏
教
美
術
の
傑
作
だ

が
、
そ
の
運
命
は
数
奇
に
し
て
過
酷
。
そ
の
保
存

の
苦
闘
の
跡
を
見
て
も
、
近
代
人
の
知
恵
は
古
代

人
よ
り
は
る
か
に
浅
い
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で

し
か
な
か
っ
た
。
文
明
批
評
家
の
目
を
も
っ
て
の

踏
査
行
は
、時
空
を
自
在
に
超
え
て
読
者
を
誘
う
。

●

●
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図書センター情報 韓国の統計、年鑑、白書

基金ホームページＵＲL
http://www.asc-net.or.jp/jkcf
ホームページ　E-mail：jkcf@ asc-net.or.jp
図書センター　E-mail：lib1jkcf@oak.ocn.ne.jp

●発行　　(財)日韓文化交流基金
〒105-0001 東京都港区虎ノ門５丁目12番１号

虎ノ門ワイコービル３Ｆ
電話　03-5472-4323 FAX 03-5472-4326

●発行日　2000年9月28日

書名 発行 所蔵年

教育統計年報（文教統計年報） 教育部 74、78、79、85～89、97～

労働白書 労働部 97～

青少年白書 文化観光部 96、97、99～

外交白書 外交通商部 97～

経済白書 財政経済院 77～80、82～86、88、96～

韓国統計年鑑 統計庁 60、62～67、90～

環境白書 環境部 97～

ソウル統計年報 ソウル特別市 75、78、83、85～87、91～

韓国出版年鑑 大韓出版文化協会 66、72、78、79、83、86、96、97、99～

東亜年鑑 東亜日報社 91、96～

大法典 法典出版社 96～

連合年鑑 連合通信 88～91、96～

韓国映画年鑑 映画振興公社 78～82、84、85、87、89～93、96～

韓国経済年鑑 全国経済人連合会 56、55、78、79、83、85、87、99～

韓国教育年鑑 韓国教員団体連合会 85、89、91、93、96～

文芸年鑑 韓国文化芸術振興院 77～79、85、92～

韓国新聞放送年鑑 韓国言論研究院 78、80、82、97～

韓国学校名鑑 韓国学校名鑑編纂会 72、79、86、88、97～

＊３年以上継続・所蔵のある主なものです。年度によってはこれ以外のタイトルの所蔵もありますので、お問い合わせください。

「基金事業コーナー」ができました

基金事業に関する情報を提供するために、関

連の資料をまとめて「基金事業コーナー」を設

けました。主な資料には、日韓・韓日合同学術

会議の記録、事業報告書、出版物などがありま

す。いずれの資料も貸出不可で、館内閲覧のみ

となっています。

図書センター改装のため閉館

図書センターは、資料の増加に備えて、年末

に増架などの改装工事を行います。そのため、

12月1日から2001年１月８日まで、年末年始の

休館とあわせて休館いたします。その間の閲覧

室の利用・貸出などのカウンター業務・レファ

レンスはご利用になれません。ご迷惑をおかけ

いたしますが、ご了承ください。

お
知
ら
せ


